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　絡りに臨み本實験趣行上多大の御助力を輿へられし橋本博民、御指導を腸はりし八木博士及び御校

閲の勢をとられし蒲生教授に謹んで謝意を表する次第なり。　　　　（昭和六年十月一・日受理）
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野蚕絹絲に關する化學的研究（第一報）

野蚕絹フイブロインの等電荷點

尾藤省三

　野獄絹綜はTibroin及びGlueの二つより構i成さるれども家慧絹綜のそれとは絵程趣きを異にし、

理化畢的性散に蓮庭あり。野鷲絹継は一般に粗剛にして、着色せるもの多く、熱及び化學藥品等に封

する抵抗力強きを常とする。

　E・Bas七〇Wは柞獄絹Fibroil1の元素組成を研究し、井上柳梧博士及び共の共同研究者は各秘野欝

絹綜のA瓢no　AGid組成を間明しだ。

　著者は野獄絹綜の物理化墨的研究の第一渉として、二三種野獄絹Fibroi11の等電荷黙を測定した。

愛に共の結果を報告せんとする。

　實験の方法

　本實験の材料は’ra洲産の柞欝繭（Ant，heraea　Pernyi）及び本邦産の樟慧繭（Dic七yoploea　Japon

ica）　を供用したo

　柞罵繭を£eakerに入れ20％の石鹸と適當量の蒸溜水を加へて加墜釜中にて2氣墜の下に1時聞塵理

して取M．1し、水洗し、更に水をカ1へて同操作を反復し，後1％の重炭酸曹逮液中にて1時1閉煮沸虞遡し、

完全にGlueを除き浅瀞、乾燥してFibyoiaを製した。

　樟躍繭は3％の重表酸暫蓬液中にて1時聞煮沸し」収出して水洗し、更に同腺操作を反復し、次に煮沸

7k中に1時聞煮湧｝虞理し、完全にGlueを除き洗1條乾燥してFibroinを製した。

　Fibroin　1瓦を70％の硫青酸石荻50c．c．に浸して、湯煎」二に力II熱してFibroinを完全に溶解分叡せ

しめて、之をCollodion膜に依つて流水中に透排してFibroinのHydroso1を褐た。次にClark

の方法に依つて所要水素イオン濃度を肉する緩衝液を調製し、之に上記のso12e．c．宛を注加して生

じたる澗濁を　Nephelome七erに依つて比濁し沈澱量の多少を測定したo　該液の水素イオン濃度は

Qinhydroneeleetrodeを用ひて電…氣的に測定しだo
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實験結果
斯くして得1をる結果は次表の如くである。

　　　　　　樟翻絹ブイブPtイン　　　　　　　柞羅絹ブイブロイン

　　　　　PH　　　　　　　比濁度　　　　　PH　　　　　　　比濁度

　　　　　1，23　　　　　　　　　　　18．2　　　　　　　　　1．33　　　　　　　　　　　16。3

　　　　　1．95　　　　　　　　　　　22．2　　　　　　　　　2，20　　　　　　　　　　　D「2，6

　　　　　2．33　　　　　　　　　　　66．7　　　　　　　　　2，40　　　　　　　　　　　70，2

　　　　　2．〔38　　　　　　　　　　　83，3　　　　　　　　　2．59　　　　　　　　　　　88，2

　　　　　2，85　　　　　　　　　　　100．0　　　　　　　　　2，79　　　　　　　　　　　100，0

　　　　　3．10　　　　　　　　　　　83．3　　　　　　　　　2，99　　　　　　　　　　　93，8

　　　　　3．31　　　　　　　　　50．6　　　　　　　3．20　　　　　　　　　88．2
　　　　　3．4三∋　　　　　　　　　　　　41．7　　　　　　　　　3．34　　　　　　　　　　　　75，0

　　　　　3．69　　　　　　　　　　　37．0　　　　　　　　　3．58　　　　　　　　　　　68．2

　　　　　4．17　　　　　　　　　31．3　　　　　　　3．72　．　　　　　　　　56．6
　　　　　4．62　　　　　　　　　　　　　22．2　　　　　　　　　　4，21　　　　　　　　　　　　　34．5

　　　　　5。13　　　　　　　　　　　6．4幽　　　　　　4．62　　　　　　　　　　17．8

Fig．L　　　樟翻絹フイブロイン
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　上表にて明らかなる如く樟慧絹Fibroi11にありてはPH便2．85、柞獄絹［B’ibroinにありてはPH

慣2・79に於て極大の沈澱量を示す。東一一性の法則よりして此の瓢がそれらFibroinの等電荷黙なる

ごと明かである。

　E［al’1‘is　ancl　Johnso11の研究による家麗絹ri1）1’　oil　tの等電荷鮎PH便2．1内外なるに謝比して野

獄絹Fibroi11のそれは租々高きPH領を有す。是れ野慧絹蛋白の特異性の一一つと齎倣すぺきであらふ。

　　　　摘　　　要

　硫青酸石次に依つて分微せしめたるFibroin　solの等電荷顯！iは樟慧絹にありてはPH便2，85、柞

獄絹にありてはHP債2．79附近にあることを確めた。　　　　　　（昭和六年十月一日受理）
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